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製品・システムの概要

先進性についての説明

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 600,000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 ―

導入事例における費用対効果（年間）

100,500,000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

93.5設備・システム当たりの想定省エネ率

https://reiwa-momotaro.com/

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

株式会社 令和コーポレーション

空冷式浄化システム（排水処理設備）

千葉県香取市木内虫幡上小堀入会地大平２-２３

【導入対象となる分野】　畜産業、食品製造業
【プロセス】　排水浄化工程

空冷式浄化システム■■㎥

エネルギー負荷設備(本体設備)

https://reiwa-momotaro.com/

　国内のほとんどの排水処理では、排水に含まれる有機物を処理槽（曝気槽）にて好気性微生物に分解させることで浄化する
「活性汚泥法」（水冷式浄化システム）が採用されています。同浄化方法においては、微生物が有機物を分解する際に大量の酸
素を必要とするため、槽の下部等からブロアで大量の空気を供給する必要があり、さらには、本工程後の高度処理としての膜分
離やオゾン処理に大量の電気を消費します。この電力量の削減を図るため、新たに空冷式浄化システムを開発しました。
　この空冷式浄化システムは以下２つの工程が一体となって排水処理を実施する設備であり、１の工程については特許を取得し
ています。また、２の工程についても実証実験が済んでおり、特許申請を準備中です。

１　凝集剤を用いた排水の事前処理とマートンチップを用いた大気中での排水処理
　凝集剤による排水の事前処理技術を活用することで、処理すべき有機物の90%を事前除去します。処理すべき有機物の大部分を
事前除去することで、後述するマートンチップの劣化を抑制します。
　その後、排水をマートンチップ(杉等を処理した多孔質の特殊な木材チップろ過材)上に散水することにより、排水が降下する
過程で有機物を分解します。
　活性汚泥法のようにブロアに大量の電力が必要にならず、大幅な省エネルギーを図ることができます。
　また、ろ過工程としての役割も果たします。

２　モミガラ活性炭を用いた高度処理
　当社が独自開発したモミガラを原材料とした活性炭により、処理水の仕上として排水の脱色等を行います。マートンチップ層
との組み合わせにより、極めて安価に高度処理を行うことができます。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

会社名：株式会社令和コーポレーション
所在地：千葉県香取市木内虫幡上小堀入会地大平２-２３
ＴＥＬ：0478-79-8213
E-mail：reiwa.momotarou.99@gmail.com

導入対象となる分野・プロセス
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　国内のほとんどの畜産事業は排水に含まれる有機物を好気性微生物に分解させることで浄化する「活性汚泥法」を採用してき
ましたが、「活性汚泥法」には大量の電気が必要となるという欠点があります。この欠点を解消して排水処理に要する電気量を
削減するため、新たに空冷式浄化システムを開発しました。
　新たに開発した空冷式浄化システムは、杉から製造したマートンチップで好気性微生物にとり最適な生存環境を実現し、排水
をマートンチップに散布することで有機物を分解させるものです。大気中で処理することから水中に大気を送り込むためのブロ
アを稼働させる必要がないため、排水処理に必要な電力量を大幅に削減することが可能となります。
　同システムに加えて、排水中の有機物の全量を空冷式浄化システムで処理しようとするとマートンチップの目詰まりが頻発し
て実用に耐えないため、排水中の有機物の大部分を凝集剤を用いて事前に除去する技術、排水処理後の高度処理（消毒・脱色）
において高コストで電気使用量の多い既存技術である中空糸膜やオゾンではなくモミガラ活性炭を活用する方法を組み合わせた
設備である点が、本製品における先進性です。

A.農業、林業 E.製造業



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図
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